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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（岡本 昭治） 皆さん、おはようございま

す。 

 定刻より大分早いんですけども、皆さんがおそろ

いですので、委員会を開会させていただきたいと思

います。 

 今年初めて雪が降りました。山には何か神鍋です

と２０センチ、２５センチとかというような雪が降

ってるみたいですし、浜のほうはあんまりないんで

すかね、竹野のほうはありますか。ないですか。但

東のほうも少しあるみたいですけども、下にはなく

て上にたくさん降ってくれるという理想型を求め

ておるんですけども、なかなかそういうことにいか

ないかも分かりません。寒くなりますので、お体に

は気をつけていただきたいと思います。 

 委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務０５．１２．１８

が本日の委員会のフォルダーです。そこに本日の委

員会の資料を配信しております。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔明瞭に

行っていただき、スムーズな議事進行にご協力をお

願いします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようお願いい

たします。 

 これより、３、協議事項、（１）付託・分担案件

の審査について、委員会審査に入ります。 

 まず、第１１６号議案、財産の無償貸付について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 資産活用課、久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） それでは、議案の

２１ページのほうをご覧いただきたいと思います。 

 第１１６号議案の普通財産の無償貸付について

ご説明をいたしたいと思います。 

 本案は、市において活用予定のない市有財産につ

きまして、建物等を無償で貸し付けることによって

当該市有財産全体の活用を進めようということで、

地域の活性化を図るものであります。地方自治法の

規定によって議会の議決をお願いするものでござ

います。 

 無償貸付けをしようとする財産につきましては

建物等で、豊岡市竹野町御又７８番地の旧竹野南小

学校の校舎と全ての建物、計６棟ございます３，３

６５．８３平方メートルと、プールその他の旧竹野

南小学校の施設に附属する設備や物品ということ

になってございます。 

 無償貸付けをする理由ですけれども、まず、土地

につきましては、適正な価格でお貸しをいたします。

一方で、建物も適正な価格で貸し付けるということ

になりますと、学校跡地は全体の面積、それから建

物の規模等が非常に大きくかなりの高額になるた

め、現実にはなかなか活用が進まないことが見込ま

れます。そこで、全国の多くの自治体でも建物の無

償貸付け等により跡地活用を進めていると、こうい

った先例も踏まえつつ、早期に活用につなげていく

ことが必要だと考えております。 

 また、建物等を有償で貸し付ける場合、貸付期間

中の施設の基本的な管理責任等は市が負う必要が

あるなど、管理経費の負担もまた課題となりますの

で、学校跡地の建物等につきましては、現状有姿で

の利用を条件に無償貸付けとしようとするもので

ございます。さらに、このプロポーザルの公募条件

には、まちづくり等との関係性、それから地域への

貢献、周辺環境への配慮等、こういったものを評価

対象とするなど、地域の活性化に資する活用を条件

としており、これらの点を総合的に勘案して無償貸

付けをしようとするものでございます。 

 貸付期間につきましては、令和６年４月１日から

令和１６年３月３１日までの１０年間としてござ

います。 

 相手方につきましては、議案記載のとおりでござ

います。 

 ちょっと追加でですけれども、ちなみに今回この

建物等の評価額は、建物全体で３，３９０万円であ

ったものを、先ほどの理由等によって無償で貸与し
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ようとするものでございます。 

 また、今回、竹野南小学校の建物等と併せて貸付

けをすることとしております土地についてもご案

内をしておきます。 

 旧竹野南小学校の土地は全体で３万９６２平方

メートルありまして、鑑定の結果では３，８４０万

円との評価をいただいており、これを市の規定によ

りまして適正な価格であります年額２３０万４，０

００円で１０年間貸し付けることといたしており

ます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） よろしいか。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か確認をさせてください。 

 建物無償ということで、地域の活性化にとっても

非常にいいことだと思いますけど、地元の要望はど

のような要望があるかいうのが１点と、そして、土

地のほうが３，８４０万円を２３０万４，０００円、

これ年間でということで１０年間、これは基準いう

のはどんな基準があるか、ちょっと紹介をしていた

だきたいと思います。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） 地元の希望という

ことにつきましては、プロポーザルをします折にど

んなご希望があるかということについて確認をさ

せていただいたんですが、具体的にこういった活用

がということでのご希望が特にあったということ

はございません。ただ、一日も早く活用していただ

きたいと。この活用、廃校になりました折にはそも

そも市として活用する予定があるかどうか、その確

認をして、まずそれもない。その次に地元としても

使われたい希望があるかどうか、そのこともちゃん

と確認をしますが、それも地元としては特にないと

いうことがございましたので、今、もし避難所とい

うようなことの可能性もあれば、この事業者につい

ては協力もしたいという申出もいただいておりま

すので、そういったことについてはこれから地元も

含めながら協議はしていきたいと思いますが、地元

の希望が、特段これということで希望があったわけ

ではないというのが１点目です。 

 それから、土地の評価は適正な価格をいただいて、

基準によって貸し付けるということですが、普通財

産の貸付けにつきましては評価額の６％で貸すと

いうことに規定上、うちのルールとしてなっており

ますので、その規定に基づいてルールどおりにお貸

しをするということでございます。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 評価額の６％ということ、こ

れはもう基準であるということでよろしいんです

ね。そして、建物を無償で貸すということですけど、

これ補修や何かが出てきた場合はどういうことに

なるんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） これの考え方なん

ですけれども現状有姿、今あるがままの姿でお貸し

します、それをただでお貸ししますという条件にし

てございますので、基本的に通常の維持管理程度の

修繕等が必要な場合につきましては、その事業者の

ほうで対応をお願いすると。ただ、抜本的に大きな、

災害ですとかそういったことがあったときにその

責任をということについては難しいかなとは思い

ますが、それもじゃあ、その程度によりますけれど

も、市が必ず直して使えるようにするということま

でいくのかどうかとなると、そこは協議の上という

ことに恐らくなると思います。今の段階で現状有姿

でそのままをお貸ししますので、その代わりただで

すという条件ということになってございます。そこ

は十分に事業者のほうもご承知をいただきながら

契約ということにしていくと思います。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 地元の要望は特にないという

ことでありましたけど、避難所ということで今はな

っとると思いますので、なってないですか、なって

ると思うんですけど、どないですか、ちょっと確認

させてください。 

○委員長（岡本 昭治） どうぞ。 
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○危機管理課長（畑中 聖史） 避難所のほうにつき

ましては解除しております。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、解除ということで答弁し

ていただきましたけど、また地元のほうでいろんな

要望、今現在はないということでありますけど、い

ろんなことでまた要望等出てきましたら、事業者の

ほうにもその辺は十分配慮するようにということ

を申し伝えていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。以上です。委員長、ありがと

うございます。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今聞いてましたら避難所解除

ということでしたけども、そこら辺の避難所につい

ては、解除された後の次はどこというのは決まって

るんですか。 

○委員長（岡本 昭治） 畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） 竹野南小学校を解除

した後は、竹野南コミュニティセンターとクリーン

パーク北但がもともと指定されておりますので、そ

ちらのほうに行ってくださいというアナウンスも

しております。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１２９号議案、豊岡市立坂野地区農作業

準備休憩施設の指定管理者の指定についてを議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、道下課長。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 第１２９

号議案、豊岡市立坂野地区農作業準備休憩施設の指

定管理者の指定についてご説明いたします。 

 議案の内容につきましては、本会議の場で局長か

らご説明したとおりでありますが、補足でご説明を

させていただきたいと思います。 

 議案は７３ページをご覧ください。但東町坂野に

あります豊岡市立坂野地区農作業準備休憩施設、こ

ちら通称はふるさと交流センターさかのと申しま

す。こちらにつきまして、地元坂野区を指定管理者

に、令和６年４月１日から令和１１年３月３１日ま

での５年間、同施設の管理を行わせようとするもの

です。 

 こちらの施設は、地域農業の構造改善、さらには

都市と農村の交流を図ることで、農業、農村の活性

化推進を図ることを目的に、建物のほうは平成１７

年、２００５年になりますけれども７月に、また、

交流広場、アスファルト舗装の駐車場、水路等外構

部分につきましては平成１９年、２００７年３月に

県から市へ、土地改良財産として譲与を受け、これ

まで地元坂野区を指定管理者に、区の集会施設とし

ての機能はもとより、ふるさと・村保全活動として、

都市部の人たちとの交流事業にも取り組んできて

おります。 

 なお、こちらの施設は実質的に区の集会施設でご

ざいまして、地元への移管が本来と考えますので、

次の指定管理期間中に県や地元坂野地区との協議

を行い、施設の譲渡に向けた手続を進める考えでお

ります。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） この建物、地元の譲渡という

の、これ年数は基準があったでしょうか、ちょっと

確認をさせてください。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） こちら、
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建物移譲を受けましたのは２００５年、平成１７年

でございまして、譲渡の年限、譲渡ができる年限は、

可能になる年限は２０３６年、令和１８年４月１日

から可能になりますということで県から通達を受

けております。以上です。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（西田  真） はい。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかはありませんでし

ょうか。ないですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１２９号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１３１号議案、豊岡市事務分掌条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 経営企画課、真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） ８１ページをご覧く

ださい。第１３１号議案、豊岡市事務分掌条例の一

部を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 この条例案は、本市の組織、機構についての見直

しに伴い、事務分掌条例を含む３つの条例について

所要の改正を行うものです。 

 ８４ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 １、改正の内容ですが、第１条でデジタルトラン

スフォーメーション推進部を廃止し、新たに市長公

室を設置することを定めています。 

 第２条では、市長公室の分掌事務を、秘書に関す

る事項、広報及び広聴に関する事項、市政の総合的

企画及び調整に関する事項、地方創生に関する事項、

デジタルトランスフォーメーションの推進に関す

る事項、行財政改革の推進に関する事項並びに情報

化の推進に関する事項とし、行政管理部の分掌事務

から秘書に関する事項並びに広報及び広聴に関す

る事項を削除することを定めています。 

 次に、附則の第１項で、この条例の施行期日を令

和６年４月１日とすることを定めています。 

 附則の第２項では、豊岡市の職員の給与に関する

条例及び豊岡市行財政改革委員会条例について、所

要の規定の整理を行うことを定めています。 

 なお、８５ページから８８ページに新旧対照表を

添付しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３１号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１３２号議案、豊岡市行政手続における

特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 ＤＸ・行財政改革推進課、若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ８９ペ

ージをご覧ください。第１３２号議案、豊岡市行政

手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関

する条例の一部を改正する条例制定についてご説

明いたします。 
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 本案は、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律の改正等に伴い、

所要の規定の整備を行うものです。 

 ９３ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 １、改正の内容では、今申し上げたとおり、法律

の改正により、引用する当該法律の別表第２が削ら

れたことに伴う用語の定義等に係る規定の整備を

行うこととしております。例えば、改正前の法律で

定義とか略称とかされていた用語を、この条例別表

第２において定義、略称等をしていくことなどです。 

 ２、附則では、この条例は、施行期日ですけれど

も、この条例は、行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律等の一部

を改正する法律の施行の日、またはこの条例の公布

の日のいずれか遅い日から施行することとしてお

ります。 

 ９４ページ以降に新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧いただきますようお願いいたします。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３２号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１３３号議案、豊岡市職員定数条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 人事課、岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） ９９ページをご覧くださ

い。第１３３号議案、豊岡市職員定数条例の一部を

改正する条例制定についてご説明いたします。 

 まず初めに、本案の見直しに当たりましては、こ

れまでの経緯ですが、定数条例につきまして、合併

後の平成１９年に一度、定数条例を見直しておりま

す。これまで２回にわたる定員適正化計画に伴う職

員数の減員や組織改編が行われる中、平成２７年に

策定しました定員管理計画に基づいて職員数の上

限を８８１人と定め、現在まで定員管理を行ってい

るところです。 

 今回の定数の改正に当たりましては、消防職員の

増員の定数改正以外にこの８８１人の職員数、それ

から現状の組織の実態に合わせるため、職員数の乖

離が大きい教育委員会事務局を中心に定数を見直

すものであり、現状の職員数を今後減らすために定

数の改正を行うものとはなっておりませんので、ご

了承願います。 

 本案につきましては、本市の高齢者人口の増加に

伴う消防需要や働き方改革などに対応するため、消

防職員の定数を増員し、消防体制の強化、維持を図

るとともに、職員数の今後の見込みを踏まえ、その

他職員定数の見直しを行おうとするものです。 

 なお、市長事務部局、教育委員会事務局等の定数

減の主な理由としましては、これまで組織改編によ

る事務移管や一部業務の民間委託などに伴うもの

です。 

 １０２ページをご覧ください。条例案要綱により

ご説明いたします。 

 第２条関係で、市長の事務部局の職員の定数を５

８６人から５５０人に、教育委員会の事務局及び教

育機関の職員の定数を２５９人から１５０人に、企

業職員の定数を８０人から４０人にそれぞれ減員

し、消防職員の定数を１３１人から１３８人に増員

することを定めるものです。 

 附則におきまして、この条例は令和６年４月１日

から施行することとしています。 

 なお、１０３ページに新旧対照表を添付していま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 
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○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 何点かお聞きします。 

 先ほど説明の中でありましたけれども、定数条例

は平成２７年に８８１人に定めたけれども職員数

の乖離が大きいということは、このときに定めたけ

れども職員数としては人数を変えてこなかったと

いうことなんでしょうか。 

 それとそれから、今、正規職員と会計年度任用職

員、フルタイム、パート含めてそれぞれの人数は何

人でしょうか。 

 ３点目に、どういう理由で正規職員ではなくて会

計年度任用職員として配置しているのか、その理由

をお尋ねします。 

 ４つ目として、事務部局はマイナス３６人、教育

委員会の事務局及び教育機関の職員がマイナス１

０９人、企業職員マイナス４０人ですけれども、具

体的なそれぞれの人数の内訳、後で資料で頂きたい

と思います。 

 それから、５番目として、この議案ではないです

けれども、第１５２号議案でパートタイム任用職員

の不採用に係る不用分として１，４３９万４，００

０円の減額、フルタイム任用職員の不採用に係る不

用分として４，１０９万円の減額があるけれども、

この議案ではないけれども、それぞれ何名分かお知

らせください。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） ５点ほどありました。 

 岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） まず１つ目ですけども、

８８１人を上限とし、変えてこなかったということ

ですが、平成１９年に組織の改編がございまして、

一度その部分で定数の見直しを行っておりますけ

ども、その後、見直しのほうは行っておらず、その

ままの定数で来たということでございます。 

 それから、２つ目のフルタイムとパートタイムの

人数につきまして、ちょっとしばらくお待ちくださ

い。 

 ３点目につきましては、会計年度の位置づけとい

うことでよろしかったでしょうか。 

○委員（上田 伴子） はい、そうです。 

○人事課長（岡  亮吾） 位置づけにつきまして、

あくまで正規職員の補充と、必要な業務がある場合

に正規職員の補充というようなところで事務補助

員だとか、あとは専門職が必要な随時の場所に会計

年度任用職員を充てているということでございま

す。 

 それから、２つ目の質問でございますけども、２

０２３年の１１月１日現在ですが、フルタイム会計

年度任用職員が５２人、パートタイムの会計年度任

用職員が５７１人でございます。（発言する者あり）

失礼しました、２０２３年の１２月１日現在という

ことでございます。 

 それから、４点目は、すみません、４点目の質問

については……。 

○委員長（岡本 昭治） 確認ですか。 

○人事課長（岡  亮吾） はい、すみません、確認

をさせてください。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員、もう一度。 

○委員（上田 伴子） ４点目は、事務部局がマイナ

ス３６人、教育委員会の事務局及び教育機関の職員

がマイナス１０９人、企業職員がマイナス４０人と

いうことになっておりますけれども、具体的な内訳

については、事務部局のどこかとか、そういうとこ

ら辺は細か過ぎてあれですかね、ちょっと難しいで

すか。例えば教育機関の職員が大変１０９人と多い

んですけれども、本庁と本庁以外の職員との、それ

ぐらいは分かりますか。（「後で資料をお渡しする」

と呼ぶ者あり）あっ、後でいいです。 

○人事課長（岡  亮吾） 後でよろしいでしょうか。 

○委員（上田 伴子） はい、よろしいです。 

○委員長（岡本 昭治） この分については後で資料

を提出してください。 

○人事課長（岡  亮吾） はい、分かりました。 

 それから、５点目のパートタイム、これは補正の

１５２号議案のところの部分でございます……。 

○委員（上田 伴子） そうなんですけれども、ちょ

っと関連するかなと思ったもんですから。（「それ
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は分科会で」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡本 昭治） ええ、そうですね、第１５

２号議案は分科会ですね。 

○委員（上田 伴子） ああ、そしたらそのときでい

いです。 

○委員長（岡本 昭治） そのときに再度説明を……。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

 すみません、ほんなら、３番目のとこちょっと聞

き漏らしたので、人数をお願いします。 

○人事課長（岡  亮吾） フルタイムとパートタイ

ムの人数でございますでしょうか。 

○委員（上田 伴子） そうですね、はい。 

○人事課長（岡  亮吾） 今年度の１２月１日現在

でフルタイム会計年度任用職員が５２人、パートタ

イム会計年度任用職員が５７１人でございます。 

○委員（上田 伴子） ありがとうございます。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかありますでしょう

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） では、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今いろいろ質疑の中で答弁い

ただいたんですけれども、この第１３３号議案には、

私は反対を申し上げます。合併時から見るとデジタ

ル化が進んだり、また、事務量や作業量が減少して

人手が要らなくなった部署もあると思います。それ

に、時代の流れでそういう定数を削減されているの

だと思うんですけれども、人に対峙する仕事はデジ

タルでは減らせないと思います。正規職員ではなく

て会計年度任用職員の募集においても多くの不足

が生じているようなこともありますし、やっぱり臨

時的業務でない仕事は正規職員を募集するなど、い

ま一度定数を見直すことが必要であると考えます。

働き方改革の最大の目的、目標を、人への投資こそ

３０年成長なしの日本経済からの反省のはずです。

非正規を減らして正規を増やしてこそ働き方改革

の目指すところであります。 

 なお、消防職員の増員には何ら反対を申し上げる

ものではありません。 

 以上、反対の討論といたします。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、ほかにありませ

んか。 

○委員（木谷 敏勝） じゃあ、賛成討論させてもら

います。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

○委員（木谷 敏勝） 今まで説明聞いておったら、

やっぱりこれから先もどんどん減らしていくとか

そういうことじゃなくて、定数の条例を見直してき

ちっと決めるということと、それから、減るという

のは事務移管も含めてその中で整理が進んできた、

それから、先ほど言われたように消防職員は増員す

るという、だからといって物すごい不都合がある、

あるいは職員の方にすごい不利益になるとかいう

ふうには考えられませんので、この議案に対しては

そういう理由で賛成とさせていただきます。以上で

す。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、賛成、反対の意

見がありますので、挙手によって採択いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。

賛成多数により、第１３３号議案は、原案のとおり

可決すべきものと決定しました。 

 次に、第１３４号議案、豊岡市地域コミュニティ

に関する条例の一部を改正する条例制定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域づくり課、井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） １０５ページをご

覧ください。第１３４号議案、豊岡市地域コミュニ

ティに関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明いたします。 

 １０９ページの条例案要綱をご覧ください。１の

改正の内容ですが、小坂地区コミュニティセンター
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の休館日を、火曜日から日曜日に変更しようとする

ものです。小坂地区コミュニティセンターは平日の

貸し館希望者が多く、現在の火曜日休館より利用の

少ない日曜日を休館日としたほうが地域住民の利

便性が図れるということで、地域コミュニティ組織

である夢コミュニティ小坂と小坂地区区長会から

休館日の変更の申出があり、このことを受けて変更

をするものです。 

 なお、今年４月から試行的に日曜日を休館日とし

て運用し、休館日を変更することについて地区住民

やコミュニティセンターの利用団体から特に変更

により不都合になるという意見はございませんで

した。 

 ２の附則で、この条例の施行期日を令和６年４月

１日としております。 

 １１０ページ、１１１ページに新旧対照表をつけ

ておりますので、ご清覧をお願いいたします。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３４号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１４５号議案、豊岡市立集会施設の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 出石振興局地域振興課、三宅課長。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） それでは、

議案書１８７ページをご覧ください。第１４５号議

案、豊岡市立集会施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例制定についてご説明いたし

ます。 

 本案は、豊岡市立出石歴史文化交流館を現指定管

理者の出石歴史文化交流館活用会議へ無償譲渡す

るため、廃止しようとするものです。この施設は、

平成２４年に国庫補助を受け施設改修しており、当

時、１０年後に当たる令和５年４月１日に建物を出

石歴史文化交流館活用会議へ無償譲渡する覚書を

交わしていました。しかしながら、改修後１０年を

経過する令和５年４月１日以降でないと、国や県に

対して当該施設の財産処分の事務手続ができない

という制度上の制約があることが判明いたしまし

たので、譲渡時期を１年間延長しておりました。こ

のたび、国、県及び当該団体とも協議が調い、平成

６年４月１日に当該団体へ無償譲渡いたしますの

で、廃止するものです。 

 また、１９２ページの新旧対照表をご覧願います。

別表第２において出石歴史文化交流館を削除いた

しますが、あわせて、その上段の豊岡市立楽々浦交

流館も削除させていただきます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 資産活用課、久保川部次長。 

○行政管理部次長（久保川伸幸） ここでこの条例改

正に関しまして、１点、私のほうから追加でご説明

とおわびを申し上げたいというふうに思います。 

 議案書の１９２ページをご覧いただきたいと思

います。新旧対照表です。この中で今ありました別

表第２、これは利用料金を規定してるところなんで

すが、今回これは出石歴史文化交流館の廃止に伴い

削るということにしておりますが、先ほどもありま

した、この中に豊岡市立楽々浦交流館の規定が含ま

れてございます。実はこの楽々浦交流館につきまし

ては、令和３年第１回議会におきまして、２３号議

案のほうで他の集会施設と合わせて９施設をまと

めて条例対象施設を規定しました別表第１から一

斉に削除するという条例改正をさせていただきま

した。実はこの際に、本来であれば、この別表第１

からの削除と併せて、この利用料金を定めた別表第

２からもこの楽々浦交流館を削除すべきところで
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ありましたが、この削除を漏らすというミスをいた

しておりました。今回併せてこの別表第２を削除す

るということになったものでして、大変申し訳なく

存じております。 

 今後こうしたミスのないように、条例全体の突合

や確認を徹底してまいりたいと思います。誠に申し

訳ございませんでした。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） この交流館のほうなんですけ

ど、譲渡はそれでよろしいんですけど、特に傷んで

るとことかそういうとこがないような格好で譲渡

されるかどうか、それとも補修後に譲渡されるかど

うかも含めて教えていただければと思います。以上

です。 

○委員長（岡本 昭治） 三宅課長。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） 原則とい

たしまして、無償譲渡につきましては現状のままで

無償譲渡するということにしておりますので、形態

としましては、今のまま修理をせずに譲渡する予定

です。その状態につきましては、今のところ屋根の、

かやぶき屋根がかかっておるんですけれども、その

部分の経年劣化の傷みというのは多少ございます

けれども、雨漏りをするとかそのような使用上の傷

みというのはまだ確認されておりませんので、その

まま、現状維持のまま無償譲渡するというふうなこ

とを考えております。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） その状態だったら結構だと思

います。その状態がどうかなということで確認をさ

せていただきました。ありがとうございます。以上

です。 

○委員長（岡本 昭治） ほかにはございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４５号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、１６１号議案から第１６３号議案まで、豊

岡市職員の給与に関する条例及び豊岡市一般職の

任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例制定について、ほか２件を一括議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 人事課、岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） 資料につきましては、議

案の追加資料３ページをご覧ください。 

 まず、第１６１号議案、豊岡市職員の給与に関す

る条例及び豊岡市一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部を改正する条例制定についてご

説明いたします。 

 本案は、令和５年人事院勧告に準じて、一般職の

職員の給料月額及び期末手当、勤勉手当の支給割合

等を改定しようとするものです。本案の人事院勧告

は、昨年に引き続き月例給、ボーナスともに引上げ

勧告となっています。 

 主な内容としては、民間企業との較差０．９６％

を是正するため、初任給を大卒程度で１万１，００

０円、高卒程度で１万２，０００円の引上げをはじ

め、若年層に重点を置き、そこから改定率を逓減さ

せる形で給料月額を平均１．１％引き上げるととも

に、期末勤勉手当を年間０．１月分引き上げるとい

うものでございます。 

 １４ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 改正の内容の１の（１）では、本年度１２月期の

期末手当の支給月数について、１．２月を１．２５

月に、０．０５月分引き上げようとするもの、勤勉

手当の支給月数について、１．０月を１．０５月 

に、０．０５月分引き上げようとするものです。ま

た、行政職給料表及び医師職給料表について、令和
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５年度の給料月額を引き上げようとするものです。 

 １の（２）では、令和６年６月期以後の期末手当

の支給月数について、１．２５月を１．２２５月に、

勤勉手当の支給月数について、１．０５月を１．０

２５月に改め、６月期と１２月期の支給月数を同じ

月数とする改正を行うものです。 

 １の（３）と（４）については、豊岡市一般職の

任期付職員についても給与条例に準じて、給料月額

の引上げと所要の規定の改正を行おうとするもの

です。 

 なお、会計年度任用職員の期末手当につきまして

は、豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の規定により、給与条例の期末手当に関

する規定を準用していますので、正規職員と同じよ

うに本年度１２月期の期末手当から改正適用され

ます。 

 次に、２の附則の（１）及び（２）では施行期日

等を定めていますが、改正の内容の１の（１）及び

（３）の給料月額の引上げについては、令和５年４

月１日に遡っての適用とし、期末勤勉手当に関する

規定については１２月１日に遡っての適用として

います。また、改正の内容の１の（２）及び（４）

につきましては、令和６年４月１日から施行するこ

ととしています。附則の（３）では、この条例の施

行に関し必要な経過措置を定めています。 

 なお、１５ページ以降、新旧対照表を添付してい

ますので、ご清覧ください。 

 次に、３３ページをご覧ください。第１６２号議

案、豊岡市長等の給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 本案につきましても、令和５年人事院勧告に準じ

て、市長等の期末手当の支給割合を改定しようとす

るものです。 

 ３６ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 改正の内容の１の（１）では、本年度１２月期の

市長等の期末手当の支給月数について、２．２月を

２．３月に、０．１月分引き上げようとするもので

す。１の（２）では、令和６年６月期以降の期末手

当の支給月数について、２．３月を２．２５月に改

めようとするものです。 

 なお、市議会議員の皆さんの期末手当につきまし

ては、豊岡市議会の議員の議員報酬等に関する条例

の規定により、市長等の例によるという規定になっ

ていますので、市長等と同等の引上げ適用となりま

す。 

 次に、附則の２の（１）及び（２）では施行期日

等定めていますが、本年１２月期の期末手当につい

ては支給基準日である１２月１日からの適用とし、

令和６年度以降の期末手当については令和６年４

月１日から施行することとしています。 

 なお、３７ページ以降、新旧対照表を添付してい

ますので、ご清覧ください。 

 続きまして、３９ページをご覧ください。第１６

３号議案、豊岡市会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いてご説明いたします。 

 本案は、地方自治法の改正に伴い、令和６年度か

ら会計年度任用職員に対して勤勉手当の支給がで

きることとなりました。このため、会計年度任用職

員に勤勉手当を支給するための規定を定めようと

するものです。 

 ４２ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 改正の内容は、会計年度任用職員の給与の定義に

勤勉手当を加え、勤勉手当の規定について、給与条

例の勤勉手当に関する規定を準用して定めようと

するものです。 

 次に、附則の２の（１）では施行期日を定めてお

り、令和６年４月１日から施行することとしていま

す。また、附則の２の（２）では、給与条例及び企

業職員の給与の種類及び基準に関する条例につい

て、所要の規定の整備を行うこととしています。 

 なお、４３ページ以降、新旧対照表を添付してい

ますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、いずれも原案のとお

り可決すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６１号議案から第１６３号議案までは、

いずれも原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。 

 ここで委員会を暫時休憩します。再開は１０時２

０分。 

   午前１０時１１分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時１９分 分科会開会 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、少し早いです

けども、ただいまから総務分科会を開会します。 

 これより３、協議事項、（１）付託・分担案件の

審査について、分科会審査に入ります。 

 まず、第１５２号議案、令和５年度豊岡市一般会

計補正予算（第７号）を議題といたします。 

 第１５２号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出予算補正、債務

負担行為補正及び地方債補正であります。 

 当局の説明は、まず財政課から全体概要を含めて

説明を、次に人事課から全体の人件費を含めて説明

いただき、その後、組織順で各担当課から歳出及び

歳入等を一気に説明願います。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は説明が終わった後、一括して行います。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課、長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） 元の議案書２２９ページ

をご覧ください。第１５２号議案、令和５年度一般

会計補正予算（第７号）でございます。 

 第１条で歳入歳出それぞれ５億２，４６２万３，

０００円を追加しまして、総額を４９７億９，１４

２万８，０００円とするものでございます。 

 第２条で債務負担行為の追加、廃止、変更を、第

３条で地方債の追加及び変更を行っております。 

 本補正予算の概要ですが、職員の配置を反映した

人件費の補正、事業費確定や確定見込みによる増減、

除雪経費などが主なものとなっております。 

 続きまして、財政課所管分の説明です。２８８ペ

ージ、２８９ページをご覧ください。１２款公債費

の説明欄１段目の市債元金で、補正額は４１７万１，

０００円というふうになっております。これは、利

率見直しによる償還元金の増額ということになり

ます。 

 その下、市債利子です。これにつきましては、利

率見直しによる償還利子の減額と、昨年度の市債発

行額の確定による減額等でして、マイナス１，８２

７万９，０００円というふうになっております。 

 戻っていただきまして、歳入です。２４２ページ、

２４３ページをご覧ください。一番下の枠、１２款

地方交付税の説明欄の特別交付税でして、除雪経費

相当額の３億５，９１０万４，０００円を計上して

おります。また、今回の補正の収支調整１億９，４

８１万円は、２４８ページ、２４９ページの３段目

の枠、２１款繰越金を充てております。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 次ですね、人事課、岡課

長。 

○人事課長（岡  亮吾） 一般会計補正予算（第７

号）に係る人件費の補正につきましてご説明いたし

ます。事前にお配りしております、令和５年度人件

費１２月補正予算の主な理由（一般会計）の資料を

ご覧ください。 

 それでは、費目ごとに説明いたします。 

 報酬につきましては、１，４３９万４，０００円

の減額としています。主な要因としましては、主に

パートタイム会計年度任用職員に係る未採用月数

分の減額によるものとなっております。未採用月数

分といいますのは、当初予算で１年間分の予算を組

んでおりますが、実際に採用できたのが４月当初か
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らではなく年度の途中の採用となった場合や採用

できなかった場合に採用できなかった経過月数分

が不用となりますので、その分を減額するものです。 

 なお、パートタイム会計年度任用職員の減額の人

数でございますけども、９月補正で５２７人から、

今回の１２月補正で５３２人とプラス５人増とい

う形になっております。 

 続きまして、給料につきましては、４，４７９万

円の減額としております。主な要因としましては、

フルタイムの会計年度任用職員に係る未採用月数

分の減額と育児休業、休職等による不用分の減額に

よるものです。 

 なお、フルタイム会計年度任用職員につきまして

は、９月補正で６１人あった人数を、今回の１２月

補正で４４人と１７人減員をしてるという形にな

っております。 

 手当につきましては、６３１万９，０００円の減

額としています。時間外勤務手当の増額、各種手当

の随時異動等による増額、会計年度任用職員に係る

不用分の減額、育児休業等に伴う不用分の減額を反

映したものとなっております。 

 共済費につきましては、１，３９１万６，０００

円の減額としています。会計年度任用職員に係る未

採用月数分、育児休業等による不用分の減額で、報

酬、給料を減額したことによって生じる共済費の減

額を反映したものとなっております。 

 最後に、負担金につきましては、３３７万９，０

００円の減額となっています。退職手当組合の負担

金、互助会負担金の減によるものです。主な内訳は、

フルタイムの会計年度任用職員の未採用月数分と

育児休業等に係る退職手当負担金の減額によるも

のとなっております。 

 全体として、人件費８，２７９万８，０００円の

減額をお願いするものでございます。 

 続きまして、人事課所管分の説明をさせていただ

きます。 

 議案書の２５５ページをお開きください。説明欄

の下から３枠目に記載のあるキャリアデザイン推

進事業費です。２０１９年度から３月に実施してき

ました、職員採用予定者の入庁前研修について、よ

り研修の効率化を図るため、新任職員研修と統合し

４月初めに実施することから、費用弁償２０万円、

業務委託料６０万５，０００円の計８０万５，００

０円を減額するものでございます。 

 人事課からは以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） ＤＸ・行財政改革推進課、

若森課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ２５５

ページをご覧ください。中ほど、行革推進事業費４

７万６，０００円です。この予算は、全国都市改善

改革実践事例発表会を開催するためのものです。こ

の発表会には全国の自治体が業務改善活動を実践

している職員の代表を派遣し、その事例をお互いに

発表したり共有したりするものです。２月９日の午

後、豊岡市民プラザでの開催を現時点で計画してお

ります。職員にもこの発表会の参加を促す予定でお

ります。予算案に計上している主な費用は、会場使

用料や看板やパンフレットの作成費です。 

 私からの説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 危機管理課、畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） そうしましたら、２

８１ページをご覧ください。説明欄の上から３つ目

の枠で、消火栓管理費がございます。その中で消火

用水２３万７，０００円の増額となっておりますが、

これは消火活動や訓練で使用しました水ですけれ

ども、それを精算するものでございまして、水道事

業会計への負担金となっております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 総務課、藤本参事。 

○総務課参事（藤本  充） 私からは、総務課の補

正予算について、歳出、歳入の順に説明いたします。 

 ２６０ページ、２６１ページをご覧ください。一

番上の欄、住宅・土地統計調査費でございます。こ

のたび、住宅・土地統計調査事務委託金について、

指導員及び調査員報酬の単価改定に伴い１万３，０

００円の追加内示がありましたので、内示額に合わ

せて指導員及び調査員の報酬を合計で１万３，００

０円増額するものでございます。 
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 次に、歳入についてご説明いたします。２４６ペ

ージ、２４７ページをご覧ください。右側の下から

１つ目の欄に先ほど申し上げました住宅・土地統計

調査事務委託金１万３，０００円を計上しておりま

す。 

 総務課は以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 地域づくり課、井上課長。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） ２５６ページ、２

５７ページをお願いいたします。中ほどの枠、市民

プラザ管理費で指定管理料６４万円増額しようと

するものです。市民プラザについては、２０２１年

度から５年間の指定管理料となっており、電気料に

ついては２０１９年度の実績に基づいて積算をし

ていますが、当時の料金単価が低かったこと等によ

り、現況の年間見込額に合わせようとするものです。 

 同じページの下から２つ目の枠、コミュニティセ

ンター管理費ですが、これを２９８万２，０００円

減額しようとするものです。内容につきまして３点

ございまして、１つ目、消耗品についてですが、全

２９館のコミュニティセンターの男子、女子、多目

的トイレそれぞれ１か所にサニタリーボックスを

設置する費用を２４万８，０００円増額するもので

ございます。２つ目、光熱水費ですが、電気料金に

ついて、現行の執行見込みより４５０万円を減額す

るものです。３つ目、修繕料ですが、奈佐地区コミ

ュニティセンター、小坂地区コミュニティセンター

のエアコンがそれぞれ１台故障したため入替えの

修繕を行うもので、１２７万円を減額するものです。

この３点を合わせまして２９８万２，０００円を減

額をしようとするものです。 

 戻っていただきまして、２３４ページをお願いい

たします。債務負担行為の補正についてでございま

す。一番上の市民プラザ指定管理料について、先ほ

ど説明をしました電気料金の増額に伴うもので、１

２８万円の債務負担を今回の補正予算で増額をお

願いしようとするものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 税務課、中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） ２５９ページをご覧くだ

さい。説明欄２項目めの賦課徴収事務費です。業務

委託料として、納税者の利便性向上と地方税務手続

のデジタル化推進のため、市県民税普通徴収分と国

民健康保険税の納付書に地方税統一ＱＲコードを

印字するため基幹システム「ＭＩＳＡＬＩＯ」と滞

納整理システムの改修を行うもので、９３３万６，

０００円を補正しております。 

 続きまして、歳入についてご説明いたします。 

 ２４２ページをご覧ください。市税におきまして、

今回、１億２，３００万円を増額いたしております。

市民税については、賦課決定額に基づき８，０００

万円を増額しております。固定資産税については、

償却資産が増加見込みとなるため、２，７００万円

の増額をいたしております。次に、軽自動車税につ

いては、種別割を賦課決定額により３００万円の増

額、入湯税については１，３００万円増額しており

ます。当初ではコロナ禍の影響を考慮した予算とし

ておりましたが、前年度、令和４年度と同額程度が

見込めるため増額を行うものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹野振興局地域振興課、

山根課長。 

○竹野振興局地域振興課長（山根 哲也） ２５５ペ

ージをお開きください。上から２枠目の３行目、財

産管理費の中の竹野振興局地域振興課分として、そ

の下、３行目、保守点検委託料の１万５，０００円

減額、そしてその２行下、業務委託料４２万４，０

００円減額のうち、特定建築物定期検査報告書作成

業務１８万２，０００円の減額を行っております。

これは、２０２１年４月から竹野浜自治会へ区民の

会館として無償貸与しておりました旧竹野老人福

祉センターが、このたび竹野浜自治会が別の場所に

所有されていた倉庫を改築し新しく会館を建てら

れ、この１０月末をもって市へ返還されたことによ

り不用となった経費の減額を行うものです。これら

の支出経費につきましては、全て竹野浜自治会が負

担されていることから、あわせて、歳入の減額等も

行っております。 

 その歳入ですが、２５１ページをお開きください。
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上の枠、３、雑入のうち、上から３番目、光熱水費

等使用者負担金２３万５，０００円の減額と、その

６行下の返納金の建物総合損害共済解約返戻金３，

０００円が関連する歳入となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。

よって、第１５２号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 次に、第１６６号議案、令和５年度豊岡市一般会

計補正予算（第８号）を議題といたします。 

 第１６６号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出予算補正につい

てであります。 

 当局の説明は、まず財政課から全体概要を含めて

説明を、次に、人事課から全体の人件費を説明いた

だき、その後、担当課から説明願います。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課、長谷川課長。 

○財政課長（長谷川幹人） 追加議案書の６５ページ

をご覧ください。第１６６号議案、令和５年度一般

会計補正予算（第８号）でございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ１２億８，１７８万

８，０００円を追加しまして、総額を５１０億７，

３２１万６，０００円とするものでございます。 

 第２条で繰越明許費の追加を、第３条で地方債の

追加及び変更を行っています。 

 本補正予算の概要ですが、去る１１月２９日にデ

フレ完全脱却のための総合経済対策の国の補正予

算が成立しました。この経済対策によりまして、基

盤整備促進事業として圃場整備や農道橋の耐震化

を、自動録音機能付電話機等の補助、私立保育園へ

の物価高騰対策支援などを行います。 

 また、本市に交付されます臨時交付金を活用しま

して、住民税非課税世帯などへの給付金のほか、市

独自の経済対策として子育て世帯への生活応援ギ

フト券の配付、中小企業者の省エネリフォーム支援

などを行います。さらに、人事院勧告に基づきます

給与の改定、公共施設集約化に伴う城崎庁舎改修の

経費なども計上しております。 

 続きまして、財政課所管分の説明です。 

 ８０ページ、８１ページをご覧ください。２款総

務費の説明欄、２段目の基金管理費で１億１，７１

４万４，０００円です。これは、令和６年度、７年

度における臨時財政対策債の元利償還金の一部を

市債管理基金に積み立てるものでして、その経費は

普通交付税の再算定で措置されるということにな

ります。 

 続きまして、歳入です。戻っていただきまして、

７６ページ、７８ページをご覧ください。国県支出

金、市債のほか、一般財源にはこの普通交付税、前

年度繰越金を充てております。 

 説明は以上なんですけど、ちょっと１点だけ補足

説明をさせていただきます。今回、住民税非課税世

帯７万円と上げておりますが、国の報道等でご承知

だと思うんですが、そのほかに、今後、住民税均等

割のみで所得税が課せられてない方、これが一世帯

１０万円、あと、これらの世帯で１８歳以下の子供

に対しまして１人当たり５万円の給付が今、検討さ

れています。これも詳細が確定しましたら速やかに

補正予算を編成することを想定しておりますので、

その際にはご協力をお願いしたいというふうに考

えてます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 人事課、岡課長。 

○人事課長（岡  亮吾） 第１６６号議案、令和５

年度豊岡市一般会計補正予算（第８号）につきまし

てご説明いたします。 

 人件費につきましては、事前にお配りしています

令和５年度人件費１２月補正予算給与改定分の主
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な理由（一般会計）の資料をご覧ください。 

 今回の一般会計の補正予算につきましては、人事

院勧告に準じて、職員等の給料月額、期末勤勉手当

の支給割合の改定をすることに伴うものです。一般

会計で８，６５１万６，０００円の増額となってい

ます。 

 それでは、費目ごとに説明いたします。 

 給料につきましては、平均１．０１％の引上げに

よる給料月額の改定で、２，９２９万９，０００円

の増額としています。 

 次に、手当です。４，４５３万６，０００円の増

額としています。基礎額となる給料月額の改定に伴

い、時間外勤務手当が１８３万９，０００円、休日

勤務手当が３８万７，０００円、夜間勤務手当が１

５万７，０００円とそれぞれ増額しています。また、

期末勤勉手当については年間０．１０月分の引上げ

に伴う増額分が４，２１５万３，０００円で、内訳

としましては、市長等特別職の期末手当が３３万３，

０００円、議員の期末手当が９６万５，０００円、

一般職員の期末手当が１，９１７万８，０００円、

一般職員の勤勉手当が１，７４６万４，０００円、

会計年度任用職員の期末手当が４２１万３，０００

円となっています。 

 共済費については、給料改定に伴い７９５万１，

０００円の増額となっています。負担金については、

給料改定に伴い退職手当組合負担金が４６６万９，

０００円、互助会負担金が６万１，０００円の増額

となっています。以上、給料改定に伴い８，６５１

万６，０００円の増額として予算計上しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 城崎振興局地域振興課、

藤原課長。 

○城崎振興局地域振興課長（藤原 孝行） 第１６６

号議案の城崎振興局分につきまして、予算書の８２

ページ、８３ページをご覧ください。先ほど財政課

長のほうからも説明ございましたが、１３の城崎振

興局費です。庁舎管理費として、設計費用１８１万

５，０００円を計上しております。こちらのほうは、

かねてから説明申し上げておりますとおり城崎庁

舎の１階、具体的には１階の集会室を豊岡市商工会

の城崎支部と、それから社会福祉協議会の城崎支所

の事務所として活用するための改修工事を行うた

めの実施設計でございます。ちなみに、来年度、実

際の改修工事の予算を計上して工事にかかってい

くというふうな計画をしております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。

よって、第１６６号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 以上で本日の審査は終了しました。 

 ここで委員の皆さん、当局職員の皆さんから何か

ありましたらご発言願います。 

 ないようですので、それでは、当局の皆さんはご

退席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、ここで分科会を暫時休憩します。 

   午前１０時４４分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４４分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 これより、３、協議事項、（２）意見・要望のま

とめについて、委員会意見・要望のまとめに入りま

す。 

 当委員会に審査を付託されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、委員会意見・要望として委員長報告に付

すべき内容について、ご協議いただきたいと思いま

す。 

 暫時休憩します。 
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午前１０時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４５分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 委員会を再開いたします。 

 委員会意見・要望については特にないということ

でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 次に、委員長報告について

ですが、内容につきましては正副委員長に一任いた

だきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

   午前１０時４６分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４６分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） 分科会を再開します。 

 これより、３、協議事項、（２）意見・要望のま

とめについて、分科会意見・要望のまとめに入りま

す。 

 当分科会に審査を分担されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、分科会意見・要望として予算決算委員会

に報告すべき内容についてご協議いただきたいと

思います。 

 暫時休憩します。 

午前１０時４６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４６分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） 分科会を再開いたします。 

 分科会長意見につきましては、特にないというこ

とです。内容につきましては、正副分科会長一任願

いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 以上で分科会を閉会します。 

   午前１０時４７分 分科会閉会 

──────────────────── 

   午前１０時４７分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 委員会を再開します。 

 これより、３、協議事項、（３）管外行政視察研

修についてを議題といたします。 

 ア、日程ですが、管外視察の時期は何かと行事の

多い時期でありますので、他の行事等の重複を避け

るため、実施日程を協議いただきたいと思います。 

 まず、事務局から４ページの管外行政視察研修日

程検討資料について説明を願います。 

○事務局主幹（山本 慎二） 次第のほう、４ページ

をお開きください。 

 なかなか、４月につきましては、議会だよりの関

係もありまして、来年度も５月でと考えております。

２０日からの週はもう開会前の議運が始まる週で

もありますので、網かけしています５月８日から１

７日まであたりでということでほかの委員会とも

話をしております。その辺りで調整いただけたらと

思います。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） ただいま事務局から令和６

年５月の日程について、現在予定されている行事等

の説明がありましたので、管外視察の実施について

ご協議いただきたいと思います。 

 ご意見ありませんか。 

○委員（西田  真） よろしいか。 

○委員長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○委員（西田  真） すみません。１２日の週で予

定していただければ非常にありがたいと思います。

１３日から１７日まで、どこでも私は大丈夫です。

前の週はちょっと外していただければと思います。

以上です。 

○委員長（岡本 昭治） ほかの委員の方、どうでし

ょうか。特にないですか。 

 それでは、当委員会の管外行政視察につきまして

は、今、申出のありました５月１３日から５月１７

日、金曜日までですけども、そのうち２泊３日で行

うことでご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 今後、不都合が起きない限りはこの日程で実施し

たいと思いますので、委員の皆さんは予定の確保を

お願いいたします。 

 次に……。 

○委員（上田 伴子） すみません。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） これのうちの２泊３日ですか。 

○委員長（岡本 昭治） はい、そうです。また最終

調整は来年度になるかと思います。 

 次に、視察内容についてですが、５ページから７

ページにこれまでの管外視察実績一覧表を添付し

ておりますが、視察内容や視察先についてご協議い

ただきたいと思います。 

 ご意見等お願いいたします。 

 暫時休憩します。 

午前１０時５１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５６分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、委員会を再開い

たします。 

 視察内容、視察先につきましては今後選定してい

きたいと思いますので、ご意見等がありましたら正

副委員長のほうへお申し出いただければと思いま

す。 

 この件はこの程度にとどめたいと思います。 

 これより、（４）閉会中の継続審査申出について

に入ります。 

 資料８ページにあります、委員会重点調査事項を

閉会中の継続審査事項として議長に申し出たいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 これより、４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かありましたらお願

いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 特にないですかね。 

 それでは、以上をもちまして総務委員会を閉会い

たします。お疲れさまでした。 

午前１０時５７分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


